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創
刊
号 

 

平
成
二
六
年(

二
〇
一
四)

一
月
三
一
日 

発
行
部
数 

十
五
部 

 
 
 
 

（
不
定
期
刊
行
） 

 

発
行
者 

 

東
京
都
羽
村
市 

山
口
正
義 

 
 
 

 

北
武
蔵
の
算
者
た
ち 

 
 

一
、
は
じ
め
に 

 

会
社
定
年
後
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
、
和
算
を

勉
強
し
よ
う
と
考
え
た
の
は
定
年
の
二
～
三
年
前
の

こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
も
う
十
年
も
前
の
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
の
和
算
も
た
だ
一
般
的
に
調
べ
、

勉
強
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
生
ま
れ
育
っ
た
近

辺
（
埼
玉
県
入
間
郡
毛
呂
山
町
周
辺
）
に
的
を
絞
っ

て
調
べ
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
最
初
に
調
べ
た
の
が
飯
能
出
身
の
千
葉
歳

胤
で
し
た
。
歳
胤
は
も
ち
ろ
ん
天
文
暦
学
者
で
し
た

が
、
そ
の
ベ
ー
ス
に
は
和
算
が
あ
る
の
で
矛
盾
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
当
時
の
天
文
暦
学
は
授
時

暦
に
基
づ
い
て
い
た
の
で
、
授
時
暦
の
こ
と
を
知
る

の
が
難
し
か
っ
た
思
い
が
あ
り
ま
す
。 

 

歳
胤
の
調
査
が
一
段
落
し
た
あ
と
は
近
辺
の
算
額

を
調
べ
ま
し
た
が
、
本
格
的
に
調
査
し
た
の
は
飯
能

の
石
井
弥
四
郎
で
し
た
。
弥
四
郎
の
調
査
は
史
料
の

発
掘
な
ど
で
幸
運
に
も
偶
然
が
重
な
り
調
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

 

飯
能
の
二
人
の
人
物
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
の
で
、

次
は
少
し
範
囲
を
広
げ
て
、「
埼
玉
北
西
部
の
和
算
家
」

に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
埼
玉
北

西
部
と
は
、
上
里
・
深
谷
・
熊
谷
・
行
田
・
嵐
山
・

東
松
山
・
小
川
・
秩
父
・
飯
能
辺
り
を
指
し
ま
す
。

自
分
の
実
力
か
ら
し
て
無
謀
な
こ
と
か
も
知
れ
な
い

と
思
い
つ
つ
、
一
年
半
前
か
ら
調
べ
始
め
ま
し
た
。

六
十
七
歳
に
な
る
直
前
の
こ
と
で
し
た
。 

こ
の
埼
玉
北
西
部
の
主
な
和
算
家
の
出
身
は
八
高

線
沿
線
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
「
八
高
線

沿
線
の
和
算
家
」
と
も
言
え
ま
す
が
、
秩
父
や
行
田

な
ど
の
和
算
家
ま
で
含
め
る
と
正
確
性
に
欠
け
ま
す
。 

 

か
つ
て
著
名
な
数
学
史
学
者
の
三
上
義
夫
は
、「
北

武
蔵
の
数
学
」
や
「
武
蔵
比
企
郡
の
諸
算
者
」
な
ど

を
著
し
ま
し
た
。
昭
和
九
年
位
の
こ
と
で
、
八
十
年

も
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
と
な
っ
て
は
失
っ
て

し
ま
っ
て
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
調
査

も
で
き
な
い
和
算
に
つ
い
て
の
貴
重
な
内
容
を
含
ん

で
い
る
も
の
で
す
。 

 

「
埼
玉
北
西
部
の
和
算
家
」
に
つ
い
て
調
べ
る
場

合
、
三
上
の
こ
れ
ら
の
文
献
が
出
発
点
に
な
る
の
は

当
然
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、「
北
武
蔵
の
算
者
た

ち
」
と
題
し
て
、
七
十
歳
に
な
る
ま
で
を
ひ
と
つ
の

区
切
り
と
考
え
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。
六
十
七
歳

か
ら
三
年
の
計
画
で
す
が
、
既
に
半
分
過
ぎ
て
し
ま

い
、
焦
り
も
少
し
芽
生
え
て
き
ま
し
た
。
な
お
、
和

算
と
い
う
言
葉
は
洋
算
に
対
し
て
明
治
以
降
に
使
わ

れ
出
し
た
言
葉
の
た
め
、
敢
え
て
「
算
者
」
と
し
ま

し
た（
そ
の
後
や
は
り「
和
算
家
」に
戻
し
ま
し
た
）。 

  
 

二
、
北
武
蔵
の
算
者 

そ
れ
で
は
、
北
武
蔵
の
算
者
に
は
ど
の
よ
う
な
人

た
ち
が
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
主
な
人
物
を
次
に
示

し
ま
す
が
、「
北
武
蔵
の
数
学
」
で
は
触
れ
ら
れ
て
い

な
い
人
物
も
い
ま
す
。「
北
武
蔵
の
算
者
た
ち
」
は
こ

の
よ
う
な
人
た
ち
の
人
物
や
扱
っ
た
数
学
の
内
容
を

調
べ
、
同
時
に
そ
の
社
会
的
背
景
を
明
ら
か
に
し
た

い
と
い
う
こ
と
で
す
が････

。
果
た
し
て
ど
こ
ま
で

出
来
る
か
疑
問
で
す
。 

 

上
里
町････

今
井
兼
庭
、
吉
沢
恭
周
、
安
原
千
方 

 

本
庄
市････

金
井
稠
共
、
戸
塚
盛
政 

 

深
谷
市････

藤
田
貞
資
、
川
田
保
則 

 

熊
谷
市････

代
島
久
兵
衛
、
鈴
木
仙
蔵
、 

明
野
栄
章
、納
見
佑
武
、黒
沢
重
栄
、

権
田
礥
九
郎
、
戸
根
木
格
斎 

 

行
田
市････

田
中
算
翁
、
吉
田
庸
徳
、
伊
藤
慎
平 

 

小
川
町････

杉
田
久
右
衛
門
、
吉
田
勝
品
、
福
田

重
蔵
、
栗
島(

松
本)

寅
右
衛
門
、
田

中
與
八
郎
、
馬
場
與
右
衛
門
、
久
田

       
 
 
 

埼
玉
北
西
部
の
和
算
研
究
の
個
人
通
信 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
題
字 

伊
藤
武
夫
氏
） 
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善
八
郎
、
細
井
長
次
郎 

 
嵐
山
町････

船
戸
悟
兵
衛
、
内
田
祐
五
郎 

 

東
松
山
市････

小
堤
幾
蔵 

 

吉
見
町････

矢
嶋
久
五
郎 

 

と
き
が
わ
町････

宮
崎
萬
次
郎 

 

川
島
町････
小
高
多
聞
治 

 

滑
川
町････

小
林
三
徳 

 

東
秩
父
村････

豊
田
喜
太
郎 

 

秩
父
市････

笠
原
正
二
、
山
口
杢
平 

 

横
瀬
町････

加
藤
兼
安 

 

飯
能
市････

千
葉
歳
胤
、
石
井
弥
四
郎 

  
 

三
、
北
武
蔵
の
算
者
の
性
格 

 

北
武
蔵
（
埼
玉
北
西
部
）
の
和
算
は
上
州
（
群
馬
）

と
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。
特
に
上
里
・
本
庄
・

熊
谷
な
ど
県
北
と
上
州
の
南
の
高
崎
近
辺
と
は
、
利

根
川
や
烏
川
を
夾
ん
で
人
的
交
流
が
活
発
で
あ
っ
た

よ
う
で
す
。 

 

上
毛
算
学
の
祖
と
も
言
わ
れ
る
小
野
栄
重
は
、
上

里
の
吉
沢
恭
周
に
は
じ
め
師
事
し
、
後
に
江
戸
に
出

て
か
ら
は
本
田
村
（
深
谷
）
出
身
の
藤
田
貞
資
（
和

算
で
は
特
に
著
名
人
物
）
に
学
ん
で
い
ま
す
。
そ
し

て
、
小
野
栄
重
か
ら
は
多
く
の
優
れ
た
門
人
が
育
っ

て
い
ま
す
。
岩
井
重
遠
・
斎
藤
宜
長
・
剣
持
章
行
等

は
上
州
の
人
で
す
が
、
代
（
熊
谷
）
の
代
島
久
兵
衛

も
そ
の
一
人
で
す
。
代
島
か
ら
は
鈴
木
仙
蔵
・
藤
井

保
次
郎
・
納
見
平
五
郎
・
明
野
栄
章
等
が
出
て
い
ま

す
。
彼
ら
は
単
に
和
算
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
絵
図

師
と
称
し
、
和
算
の
知
識
を
活
用
し
て
村
の
大
き
な

絵
図
面
を
画
い
た
り
し
て
地
域
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。 

  

剣
持
章
行
は
遊
歴
和
算
家
で
あ
り
、
関
東
各
地
を

遊
歴
し
関
東
各
地
に
門
人
が
い
ま
す
が
、
北
武
蔵
に

も
金
井
稠
共
・
戸
根
木
格
斎
・
明
野
栄
章
・
船
戸
悟

兵
衛
等
の
門
人
が
い
ま
す
。
剣
持
は
流
派
な
ど
に
は

あ
ま
り
拘
ら
な
か
っ
た
の
か
平
井
尚
休
（
行
田
・
至

誠
賛
化
流
）
な
ど
と
も
交
流
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

斎
藤
宜
長
の
門
人
か
ら
は
市
川
行
英
（
上
州
観
能

村
出
身
）
が
出
て
い
ま
す
。
市
川
行
英
も
遊
歴
和
算

し
た
の
か
、
北
武
蔵
に
門
人
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

彼
ら
の
算
額
の
問
題
は
高
尚
で
す
。
そ
れ
は
小
野
栄

重
・
斎
藤
宜
長
・
市
川
行
英
と
い
う
有
力
和
算
家
の

系
統
に
属
し
た
こ
と
に
よ
る
こ
と
が
大
き
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
黒
澤
重
栄
（
熊
谷
）、
栗
島(

松
本)

寅
右
衛

門（
小
川
）、馬
場
與
右
衛
門
・
久
田
善
八
郎（
小
川
）、

石
井
弥
四
郎
（
飯
能
）
な
ど
が
い
ま
す
。 

 
斎
藤
宜
長
の
子
・
斎
藤
宜
義
の
門
人
か
ら
は
、
安

原
千
方
が
出
て
い
ま
す
。
安
原
の
門
人
の
問
題
も
高

尚
で
す
。 

 

一
方
、
こ
う
い
っ
た
状
況
と
は
別
に
、
も
う
一
つ

の
特
徴
は
忍
藩
（
行
田
）
の
影
響
で
す
。 

 

伊
勢
桑
名
藩
の
第
五
代
藩
主
松
平
忠
和
は
至
誠
賛

化
流
の
開
祖
の
古
川
氏
清
の
門
人
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
文
政
六
年
に
桑
名
藩
が
忍
藩
に
移
封
と
な
っ
た

後
も
、
忍
藩
の
教
育
の
中
に
至
誠
賛
化
流
の
和
算
が

組
み
込
ま
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
か
ら
は
田
中
算
翁

や
吉
田
庸
徳
、
平
井
尚
休
な
ど
が
現
れ
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
北
武
蔵
出
身
で
江
戸
と
い
う
中
央
で
活
躍

し
、
名
前
を
轟
か
せ
た
人
に
は
、
今
井
兼
庭
（
上
里
）・

千
葉
歳
胤
（
飯
能
）・
藤
田
貞
資
（
深
谷
）
が
い
ま
す
。

今
井
や
千
葉
は
江
戸
で
の
活
躍
が
主
で
、
北
武
蔵
に

は
門
人
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
す
。 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

【
本
の
紹
介
】 

『
和
算
思
想
の
特
質
』（
細
井
淙
著
） 

こ
の
本
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
野
口
泰
助
先
生
の

お
宅
に
伺
っ
た
時
で
す
。
一
目
見
て
読
ん
で
み
た
い

と
思
っ
た
の
は
、
和
算
の
数
学
的
解
説
が
本
格
的
で

あ
る
こ
と
と
、
歴
史
的
背
景
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
た
か
ら
で
す
。
ネ
ッ
ト
で
探
す
と
運
良
く
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昭
和
十
六
年
の
発
行

で
三
・
五
円
と
あ
り
ま
し
た
。
購
入
代
金
は
三
千
五

百
円
で
し
た
の
で
、
七
十
三
年
間
に
壱
千
倍
に
な
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
著
者
の
細
井
淙
は
野
口
先
生

と
も
交
遊
の
あ
っ
た
方
で
す
。 

 

実
際
に
読
ん
で
み
る
と
、
数
式
が
思
っ
た
よ
り
多

く
、
理
解
す
る
の
に
苦
労
、
と
い
う
か
半
分
以
上
は

理
解
し
な
い
ま
ま
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ

は
さ
て
お
き
、
幾
つ
か
印
象
に
残
っ
た
個
所
を
転
記

す
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

・
明
治
五
年
学
制
に
依
り
和
算
を
廃
し
、
洋
算
を
専

ら
採
用
す
る
事
に
決
定
し
て
以
来
、
大
都
市
か
ら
和

算
の
勢
力
は
次
第
に
駆
逐
さ
れ
て
地
方
農
村
に
移
っ
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た
。そ
し
て
比
較
的
余
裕
あ
る
人
士
が
家
業
の
傍
ら
、

趣
味
と
し
て
之
を
研
究
し
た
の
で
あ
る
。
此
等
の

人
々
は
地
方
に
於
け
る
和
算
教
育
家
と
し
て
子
弟
を

養
成
し
、
各
地
に
其
の
一
門
を
張
り
そ
し
て
額
面
題

（
算
額
）
の
風
習
も
尚
存
続
し
た
の
で
あ
る
。
現
存

す
る
明
治
以
後
の
算
額
は
か
か
る
農
村
研
究
家
の
手

に
成
る
も
の
が
多
い
。
此
等
の
算
家
は
規
矩
術
（
測

量
）
を
同
時
に
研
究
し
、
明
治
九
年
大
区
画
整
理
の

際
に
は
命
ぜ
ら
れ
て
其
の
事
に
当
た
り
、
地
図
の
作

成
等
も
其
の
手
に
成
っ
た
も
の
が
多
い
。 

・
容
術
二
百
年
、
整
数
術
、
極
数
術
、
変
形
術
等
諸

種
の
副
産
物
を
生
ん
だ
が
、
論
理
体
形
が
不
完
全
な

る
為
、
学
的
価
値
か
ら
云
え
ば
円
理
に
到
底
及
ば
な

い
の
で
あ
る
。
和
算
家
は
支
那
数
学
を
継
承
し
た
る

為
、
多
く
は
数
学
の
本
質
が
厳
正
な
る
論
理
に
基
づ

く
べ
き
事
を
知
ら
ず
、
只
図
形
の
精
密
を
以
て
深
奥

と
し
た
点
、
誠
に
惜
し
む
べ
き
で
あ
る
。
此
の
点
は

明
治
以
後
の
西
洋
学
術
に
依
て
啓
発
さ
れ
た
の
で
あ

っ
て
、
廣
く
他
国
の
長
を
学
ぶ
必
要
が
痛
感
せ
ら
れ

る
の
で
あ
る
。（
容
術
と
は
多
角
形
・
円
等
に
直
線
・
多

角
形
・
円
・
楕
円
を
内
接
さ
せ
た
問
題
。
算
額
は
容
術
を

使
っ
た
も
の
が
多
い
） 

・
西
洋
は
天
文
暦
法
等
に
は
秀
で
て
い
る
が
、
数
学

に
関
し
て
は
日
本
が
世
界
一
で
あ
る
、
と
い
う
の
が

和
算
家
一
般
の
思
想
で
あ
っ
た
。 

・
和
算
は
直
観
の
上
に
成
り
立
つ
数
学
、
そ
し
て
計

算
を
主
と
す
る
数
学
。 

・
和
算
の
本
質
は
具
象
の
数
学
で
あ
る
。
こ
れ
は
東

洋
科
学
思
想
の
実
践
的
特
質
よ
り
来
れ
る
も
の
で
、

数
学
は
飽
く
ま
で
量
の
算
出
を
本
体
と
考
え
た
。
従

っ
て
例
え
ば
虚
数
の
如
き
概
念
は
考
想
し
得
な
か
っ

た
。
ま
た
其
の
方
法
の
特
質
は
直
観
的
且
実
験
的
な

る
点
に
存
す
る
。
直
観
に
卓
抜
せ
る
は
実
に
我
が
国

人
の
恵
ま
れ
た
る
長
所
で
あ
っ
て
、
彼
の
円
理
に
於

い
て
、
一
見
其
の
処
理
に
困
惑
す
る
が
如
き
混
沌
錯

雑
せ
る
数
列
か
ら
巧
み
に
一
定
の
法
則
を
抽
出
し
、

ま
た
和
算
全
般
を
通
じ
て
図
形
に
関
す
る
鋭
い
観
察

に
よ
っ
て
諸
性
質
を
洞
察
す
る
等
、
幾
多
の
如
実
な

る
発
露
を
見
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
単
に
直
観
的
な

る
に
止
ま
ら
ず
、
綿
密
な
る
注
意
と
実
験
と
を
以
て

其
の
直
観
を
確
か
め
て
行
く
の
で
あ
る
。 

 

此
の
方
法
は
和
算
の
形
質
よ
り
見
て
論
理
に
代
わ

る
べ
き
必
須
の
手
段
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
に
よ
っ
て

計
算
技
術
も
著
し
く
進
歩
し
た
の
で
あ
る
。
特
殊
な

代
数
函
数
の
み
を
用
い
て
解
析
学
に
及
び
、
三
角
、

及
び
逆
三
角
等
の
超
越
函
数
を
含
む
領
域
に
達
し
得

た
の
は
此
の
計
算
技
術
の
発
達
に
よ
る
の
で
あ
る
。 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

【
野
口
文
庫
の
紹
介
】『
算
籍
便
覧
』 

『
算
籍
便
覧
』（
三
巻
、
稿
本
）
は
、
古
川
氏
清
（
一

七
五
八
～
一
八
二
〇
、
至
誠
賛
化
流
）
の
著
『
算
籍
』

二
二
〇
巻
を
氏
一
（
氏
清
男
）
門
人
伊
藤
慎
平
（
一

八
〇
九
～
九
五
、
忍
藩
士
）
が
分
類
別
に
編
輯
し
た

も
の
を
同
門
の
田
中
算
翁
（
一
八
〇
二
～
七
三
、
忍

藩
算
術
師
範
）
が
筆
写
し
た
も
の
と
い
わ
れ
、
貴
重

な
書
物
で
す
。 

昔
の
書
物
で
は
細
か
い
文
字
や
図
形
を
正
確
に
描

い
て
い
て
感
激
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
書

物
も
よ
く
描
か
れ
て
い
て
感
激
も
の
で
す
。 

算
籍
便
覧
の
序
文
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。 

 

珺
璋
古
川
先
生
算
法
之
書
其
術
皆
極
精 

密
而
先
生
精
力
尤
在
算
籍
嗚
呼
此
書
也 

徃
年
先
生
所
發
明
也
爾
後
數
年
勞
心
力 

裒
輯
之
功
全
備
焉
然
先
生
生
前
不
敢
示 

門
人
韞
於
匱
藏
焉
是
非
堅
秘
於
世
乃
先 

生
謙
譲
辞
退
遜
之
志
也
易
簀
之
後
男 

先
生
授
諸
予
師
平
井
尚
休
以
其
精
忠
篤 

志
持
有
功
於
師
門
也
門
生
之
幸
何
如
之 

哉
然
算
籍
之
為
書
也
数
百
巻
題
数
之
多 

不
可
勝
言
故
探
索
之
時
茫
然
恰
如
望
洋 

故
今
選
抜
題
目
為
三
巻
名
曰
算
籍
便
覧 

後
之
欲
見
算
籍
者
就
於
此
書
求
則
鹿
幾 

無
拮
据
之
勞
云
嘉
永
辛
亥
夏
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

伊
藤
定
敬
謹
撰 

  

此
書
嘉
永
四
年
伊
藤
氏
之
所
撰
也
其 

意
具
見
自
序
然
其
書
也
逐
巻
而
記
之 

 

是
以
探
索
之
際
猶
有
不
或
便
也
故
今 

寫
之
粗
分
部
類
而
記
之
為
益
省
勞
而 

巳
時
慶
應
二
丙
辰
之
歳
五
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

方
圓
堂 

 



               やまぶき 創刊号 

 4 / 4 
 

 
「
伊
藤
定
敬
」
は
伊
藤
慎
平
の
こ
と
で
あ
り
、「
方

圓
堂
」
と
は
田
中
算
翁
の
こ
と
で
す
。 

『
算
籍
便
覧
』
の
内
容
は
広
範
囲
で
、
そ
れ
ま
で

の
和
算
の
図
形
問
題
の
内
容
を
網
羅
的
に
ま
と
め
て

い
る
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。
上
巻
が
46
丁
で
問
題
数

704

問
、
中
巻
が
47
丁
で
問
題
数683

問
、
下
巻
が

42
丁
で
問
題
数

393
問
、
計
135
丁
で
問
題
数
は

1,780

問
に
も
及
び
ま
す
。
一
頁
に
四
問
か
ら
九
問

位
あ
り
ま
す
が
、
必
ず
し
も
題
意
や
答
術
が
全
文
書

い
て
あ
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
分
類
は
次
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

・
勾
股
之
部
（
直
角
三
角
形
と
円
の
組
合
せ
問
題
） 

・
三
斜
之
部（
不
等
辺
三
角
形
と
円
の
組
合
せ
問
題
） 

・
線
之
部
（
直
線
と
円
の
組
合
せ
問
題
） 

・
方
直
之
部
（
正
四
角
形
と
円
の
組
合
せ
問
題
） 

・
菱
之
部
（
菱
形
・
台
形
と
円
の
組
合
せ
問
題
） 

・
角
形
之
部
（
多
角
形
と
円
の
組
合
せ
問
題
） 

・
平
圓
之
部
（
円
と
円
の
組
合
せ
問
題
） 

・
楕
圓
之
部
（
楕
円
と
円
・
多
角
形
の
組
合
せ
問
題
） 

・
長
矮
立
圓
之
部（
楕
円
体
に
関
す
る
組
合
せ
問
題
） 

・
立
圓
之
部
（
球
に
関
す
る
組
合
せ
問
題
） 

・
立
形
之
部
（
立
方
体
に
関
す
る
組
合
せ
問
題
） 

・
辭
題
之
部
（
文
章
に
よ
る
問
題
） 

（
注
）『
算
籍
』
に
つ
い
て
『
増
修
日
本
数
学
史
』
に
「
故

あ
り
て
上
木
せ
ず
。
み
な
写
本
と
し
て
伝
う
る
の
み
。

就
中
能
く
多
書
を
解
き
得
て
大
成
し
た
る
者
あ
り
。

名
づ
け
て
算
籍
と
曰
う
。
二
百
二
十
二
冊
の
大
部
を

名
せ
り
」
と
あ
り
、
刊
行
し
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

 
 
 

編
集
後
記 

 

春
に
な
り
桜
が
咲
き
、そ
し
て
散
る
頃
に
な
る
と
、

我
が
家
の
狭
い
庭
の
片
隅
に
あ
る
「
や
ま
ぶ
き
」
の

蕾
が
色
づ
き
、
や
が
て
待
っ
て
い
ま
し
た
と
ば
か
り

に
あ
ざ
や
か
な
黄
色
の
可
憐
な
花
が
咲
き
ま
す
。
最

近
は
公
道
に
面
し
た
所
に
植
え
た
「
や
ま
ぶ
き
」
も

咲
き
、行
き
交
う
人
々
の
眼
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
「
や
ま
ぶ
き
」
は
、
十
年
以
上
前
に
奥
武
蔵

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
を
ド
ラ
イ
ブ
の
折
、
二
、
三
本
失

敬
し
た
も
の
で
、
土
壌
が
合
っ
て
い
る
の
か
年
々
増

え
て
い
ま
す
。「
や
ま
ぶ
き
」
に
つ
い
て
は
、
我
が
家

の
も
の
は
一
重
で
す
が
、「
七
重
八
重
花
は
咲
け
ど
も

山
吹
の
み
の
ひ
と
つ
だ
に
な
き
ぞ
悲
し
き
」
と
い
う

和
歌
が
有
名
で
す
。
学
生
の
頃
よ
く
吟
じ
た
思
い
出

が
あ
り
ま
す
。
山
吹
伝
説
の
場
所
は
幾
つ
か
あ
る
よ

う
で
す
が
、
そ
の
一
つ
越
生
町
の
「
山
吹
の
里
」
は

何
度
も
行
っ
て
い
て
、
馴
染
み
の
場
所
で
も
あ
り
ま

す
。
と
い
う
訳
で
「
や
ま
ぶ
き
」
に
は
特
別
の
感
情

を
持
っ
て
い
て
こ
の
個
人
通
信
の
名
前
に
し
ま
し
た
。 

 

「
や
ま
ぶ
き
」
個
人
通
信
で
は
、
北
武
蔵
の
算
者

た
ち
を
調
べ
る
過
程
で
得
た
情
報
や
思
い
を
、
過
去

の
分
も
含
め
て
少
し
ず
つ
述
べ
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
併
せ
て
、
野
口
泰
助
先
生
所
蔵
の
和
算
資
料

（
野
口
文
庫
と
仮
称
）
の
中
か
ら
幾
つ
か
を
紹
介
さ

せ
て
頂
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
共
に
さ
さ
や
か
な

文
章
で
す
が
、
で
き
る
だ
け
継
続
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 


